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はじめに 

1 はじめに 

1.1 このマニュアルについて 

このマニュアルは、Nero RescueAgent での作業方法を知りたいと思う、すべてのユーザー

に向けた構成になっています。内容はプロセスベースになっており、特定の目的を達成する

方法を、手順ごとに説明してあります。 

このマニュアルを効果的に活用するために、以下の表記ルールに注意してください。 

 必ず守っていただきたい、警告、前提条件、または指示を示します。

 
補足的な情報や、注意メッセージを示します。 

1. 最初に、… 行頭の番号は、必要な操作を示します。 番号順に、操作を実行して

ください。 

  途中結果を示します。 

  結果を示します。 

OK プログラムインターフェースに表示される、テキストの一部またはボ

タンを示します。 これらは、太字で表記されます。 

「」を参照してく

ださい。 

他章への参照を示します。 リンクと同様に動作し、下線付きの赤色

文字で表記されます。 

[…] コマンドを入力するための、キーボードショートカットを表します。

1.2 Nero RescueAgent について 

Nero RescueAgent を使用すると、たとえばキズで破損したり、経年によって正確に読み込

むことができない記憶域メディアから、ファイルをすばやく、簡単に復旧できます。 

Nero RescueAgent で対応している記憶域メディアは次のとおりです。 

 CD 

 DVD 

 ハードディスク 

 
Nero RescueAgent 4 



はじめに 

 
Nero RescueAgent 5 

 USB スティック 

 メモリカード 

 フロッピー 

また Nero RescueAgent では、マルチセッションディスクや、パケット書き込みに対応でき

るように UDF ファイルシステム用にフォーマットされたディスクについても、削除された

ファイルおよび古いファイルを復旧することができます。 

1.3 Nero RescueAgent のバージョン 

Nero RescueAgent には 2 つの異なるバージョンがあります。Nero Suite の Nero   

RescueAgent と Nero BackItUp & Burn の Nero RescueAgent です。 

Nero Suite の Nero RescueAgent ではすべての機能を使用できます。Nero BackItUp &  

Burn の Nero RescueAgent には次の制限があります。 

 復旧するファイルはセッションにつき 5 つに制限されています。 

1.4 Nero RescueAgent を操作する 

Nero RescueAgent Assistant を使用すると、わずかな手順でファイルをリストアできます。 

必要な各手順は次のとおりです。 

 記憶域メディアとスキャンレベルを選択します。 

 記憶域メディアで復元可能なファイルを検索します。 

 復元するファイルを選択し、ファイルの保存場所を設定します。 

の再スキャン、ファイルのリストア、また

は Nero RescueAgent の終了を選択できます。 

選択する 8 

 13 

 ログファイルを保存する 16 

 リストア開始 

 ログファイルの保存（オプション） 

これで、新しいスキャンの開始、記憶域メディア

以下も合わせてご覧下さい: 

 記憶域メディアとスキャンレベルを

 復旧するファイルを選択する



プログラムを起動する 

2 プログラムを起動する 

Nero RescueAgent を起動するには、次の手順を実行します。 

1. Nero Suite を使用し、Nero StartSmart を使用可能にする場合: 

1. ［Nero StartSmart］アイコンをクリックします。 

 Nero StartSmart ウィンドウが開きます。 

2.  ボタンをクリックします。 

 Nero アプリケーションのリストが表示されます。 

3. この選択リストから［ツールボックス］ > ［Nero RescueAgent］を選択します。 

 ［Nero RescueAgent］ウィンドウが開きます。 

 
［Nero StartSmart］ウィンドウ 

2. Nero BackItUp & Burn を使用している場合:  

1. ［Nero BackItUp］アイコンをクリックします。 

 ［Nero BackItUp］ウィンドウが開きます。 

2. Nero RescueAgent ボタンをクリックします。 

 ［Nero RescueAgent］ウィンドウが開きます。 

 Nero RescueAgent が起動しました。 
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3 開始画面 

Nero RescueAgent の開始画面では、データをリストアする記憶域メディアを選択できます

。 さらに高速スキャンと詳細スキャンのいずれかを選択できます。 

 
開始画面 

次の設定オプションが使用できます。 

ドロップダウンメニュ

ー 

データを復旧するドラ

イブ / メディア: 

データをリストアする記憶域メディアを選択します。 

オプションボタン 

高速スキャン 

高速スキャンを選択します。 高速スキャンでは、記憶域メデ

ィアの FAT ファイルシステムのみが検索されます。 高速スキ

ャンを使用すると、削除されたファイルや古いファイルを検索

できます。 
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オプションボタン 

詳細スキャン 

詳細スキャンを選択します。 詳細スキャンでは、記憶域メデ

ィア全体が検索されます。 詳細スキャンでは、個々の欠陥の

あるメタファイルエントリ、破損ファイル、読み込み不可能に

なったセクタの他、削除されたファイルや、FAT ファイルシス

テムで表示されなくなったファイルが検索されます。 

詳細スキャンは、高速スキャンよりもかなり時間がかかります

。 

 ボタン 

ヘルプ 

ヘルプウィンドウが開き、プログラムとバージョン番号に関す

る情報が表示されます。 

 ボタン 

次へ 

復旧できるファイルの検索を開始します。 

3.1 記憶域メディアとスキャンレベルを選択する 

記憶域メディアとスキャンレベルを選択するには、次の手順を実行します。 

1. 目的のディスクをドライブに入れるか、目的の記憶域メディアをコンピュータに接続します
。 

2. ドロップダウンメニューの［データを復旧するドライブ/データメディア］から記憶域メデ
ィアを選択します。 

3. 目的のスキャンレベルを選択します。 
 

 
高速スキャンでは、記憶域メディアの FAT ファイルシステムのみが検索され

、削除されたファイルと古いファイルが検出されます。 

詳細スキャンでは、記憶域メディア全体が検索されます。詳細スキャンでは、

個々の欠陥のあるメタファイルエントリ、破損ファイル、読み込み不可能にな

ったセクタの他、削除されたファイルや、FAT ファイルシステムで表示されな

くなったファイルが検索されます。 

詳細スキャンは、高速スキャンよりもかなり時間がかかります。 

 
Nero RescueAgent 8 



開始画面 

 
Nero RescueAgent 9 

4. ［次へ］ボタンをクリックします。 

 ［高速スキャンの処理中］画面または［詳細スキャンの処理中］画面が表示されます。

進行状況はここで確認できます。検索が終了すると、［復旧するファイル］画面が表示

されます。 

以下も合わせてご覧下さい: 

 復旧するファイルを選択する 13 

 開始画面 7 



［復旧するファイル］画面 

4 ［復旧するファイル］画面 

［復旧するファイル］画面には、リストアできるすべてのファイルが一覧されます。ファイ

ルが部分的にしかリストアできない場合、それらのファイルは黄色でマークされます。ファ

イルをリストアできる可能性が低い場合、それらのファイルは赤色でマークされます。 

 
［復旧するファイル］画面 

次の設定オプションが使用できます。 

ボタン 

選択 

［特定ファイル選択］ウィンドウが開きます。 このウィンドウでは、

特定の条件に従ってファイルを選択でき、リストアする問題のカテゴリ

も選択できます。 

 ボタン 

各表示 

［特定のファイルのみ表示］ウィンドウが開きます。このウィンドウで

は、特定の条件に従ってファイルを選択でき、リストアする問題のカテ

ゴリを選択できます。 
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［復旧するファイル］画面 

ボタン 

 

［フォルダの参照］ウィンドウを開きます。 

このウィンドウから、リストアされたファイルを保存するフォルダを設

定できます。 

 ボタン 

戻る 

開始画面に戻ります。 

 ボタン 

次へ 

選択したファイルの復旧を開始します。 

リストアするファイルの保存場所がすでに設定されている場合のみ使用

できます。 

以下も合わせてご覧下さい: 

 復旧するファイルを選択する 13 

4.1 ［特定のファイルを表示 / 特定のファイルのみ表示］ウィンドウ 

［特定ファイル選択］ウィンドウと［特定ファイルのみ表示］ウィンドウでは、ファイルを

選択して［復旧するファイル］画面で表示できます。ファイルは特定の条件と問題カテゴリ

に従って選択可能で、長いリストであっても簡単な概要を取得できます。 

 
［特定ファイル選択］および［特定ファイルのみ表示］ウィンドウ 

 
Nero RescueAgent 11 



［復旧するファイル］画面 

 
Nero RescueAgent 12 

次の設定オプションが使用できます。 

チェックボックス 

すべてのファイル 

すべてのファイルを選択または表示します。 

チェックボックス 

すべての問題 

すべての問題のカテゴリからすべてのファイルを選択また

は表示します。 

チェックボックス 

すべての通常ファイル 

すべてのファイルを選択するか、障害が見つかっていない

ファイルを表示します。 

チェックボックス 

すべての削除済ファイル 

すべての削除されたファイルを選択または表示します。 

チェックボックス 

すべての破損ファイル 

すべての破損しているファイルを選択または表示します。 

Nero RescueAgent は、開始画面で［詳細スキャン］オプシ

ョンが選択されている場合のみ破損しているファイルを検

索します。 

チェックボックス 

不正なファイル名を持つす

べてのファイル 

不正なファイル名を持つすべてのファイルを選択または表

示します。 

Nero RescueAgent は、開始画面で［詳細スキャン］オプシ

ョンが選択されている場合のみ不正な名前を持つファイル

を検索します。 

チェックボックス 

すべての旧バージョン 

すべての旧バージョンのファイルを選択または表示します

。 

チェックボックス 

すべての復元済みファイル 

すべてのリストア可能なファイルを選択または表示します

。 

チェックボックス 

すべての復元されないファ

イル 

すべてのリストアできないファイルを選択または表示しま

す。 



［復旧するファイル］画面 
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チェックボックス 

すべての選択したファイル 

選択したすべてのファイルを表示します。 

［特定のファイルを表示］ウィンドウでのみ使用できます

。 

チェックボックス 

すべての選択しなかったフ

ァイル 

選択されていないすべてのファイルを表示します。 

［特定のファイルを表示］ウィンドウでのみ使用できます

。 

入力フィールド 

ファイル名全部または一部:

［復旧するファイル］画面に一覧されているファイルから

検索する用語をここに入力します。検索用語を含むすべて

のファイルが一覧で表示されます。 

 ボタン 

選択 

［特定ファイル選択］ウィンドウを閉じて、［復旧するフ

ァイル］画面で選択されているすべての条件と問題のカテ

ゴリをマークします。 

 ボタン 

各表示 

［特定ファイルのみ選択］ウィンドウを閉じて、［復旧す

るファイル］画面に選択されているすべての条件と問題の

カテゴリを表示します。 

 ボタン 

閉じる 

［特定ファイル選択］および［特定ファイルのみ表示］ウ

ィンドウを閉じます。 

4.2 復旧するファイルを選択する 

［復旧するファイル］画面には、リストアできるすべてのファイルとフォルダの一覧が表示

されます。一覧はかなり長くなることもありますが、特定の条件や問題のカテゴリに従って

ファイルを表示することができます。ファイルは、フォルダツリーからも選択できます。 

次の要件を必ず満たしてください。 

 目的の記憶域メディアでリストアするファイルを検索済みである。 

 ［復旧するファイル］画面が表示されます。 

特定の条件と問題のカテゴリに従ってファイルを選択するには、次の手順を実行します。 

1. ［選択］ボタンをクリックします。 

 ［特定ファイル選択］ウィンドウが開きます。 



［復旧するファイル］画面 

2. 条件のチェックボックスをオンにするか、［ファイル名全部または一部］入力フィールドに
検索用語を入力して、［選択］ボタンをクリックします。 

 ［特定ファイル選択］ウィンドウが閉じます。［選択］ボタンに緑のチェックが付きま

す。 

3. ［表示］ボタンをクリックします。 

 ［特定ファイルのみ表示］ウィンドウが開きます。 

4. 条件または問題のカテゴリのチェックボックスをオンにするか、［ファイル名全部または一
部］入力フィールドに検索用語を入力して、［表示］ボタンをクリックします。 

 ［特定ファイルのみ表示］ウィンドウが閉じます。［表示］ボタンに緑色のチェックが

付きます。 

5.  ボタンをクリックしてリストアするファイルのターゲットフォルダを設定します。 

 ［フォルダの参照］ウィンドウが開きます。 

 

 
ファイルを保存するフォルダは、ファイルをリストアするのと同じ記憶域メデ

ィアに置かないようにする必要があります。 

6. ファイルを保存するフォルダを選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

 ［フォルダの参照］ウィンドウが閉じます。 

7. ［次へ］ボタンをクリックします。 

 Nero RescueAgent によって、選択したファイルのリストアが開始されます。 記憶域メ

ディアの破損状態によっては、時間がかかる場合があります。 リストアが完了すると、

［リストア完了］画面が表示されます。 

以下も合わせてご覧下さい: 

 ログファイルを保存する 16 

 ［復旧するファイル］画面 10 

 ［特定のファイルを表示 / 特定のファイルのみ表示］ウィンドウ 11 
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5 ［復旧完了］画面 

復旧されたファイルはすべて［復旧完了］画面に表示されます。 この画面には、復旧でき

なかったファイルの数も表示されます。 実行した復旧の概要情報として、ログファイルを

保存できます。 

 
［復旧完了］画面 

次の設定オプションが使用できます。 

 ボタン 

ログを保存 

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。 

ログファイルの保存場所を指定できます。ログファイルは TXT 形式

で保存されます。 

 ボタン 

場所 

リストアされたファイルが保存されているフォルダを開きます。 
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コンテキストメニ

ュー 

このフォルダを開

く 

マークされたファイルが保存されているフォルダを Windows   

Explorer で開きます。 

 ボタン 

戻る 

［リストアされるファイル］画面に戻ります。 

 ボタン 

次へ 

Nero RescueAgent の終了画面に切り替えます。 

5.1 ログファイルを保存する 

次の要件を必ず満たしてください。 

 これで、Nero RescueAgent を使用したリストアは完了です。 

 ［リストア完了］画面が表示されます。 

ログファイルを保存するには、次の手順を実行します。 

1. ［ログを保存］ボタンをクリックします。 

 ［名前を付けて保存］ウィンドウが表示されます。 

2. ログファイルを保存するフォルダを選択して、［OK］ボタンをクリックします。 

 ［名前を付けて保存］ダイアログが閉じます。 

3. ［次へ］ボタンをクリックします。 

 Nero RescueAgent の終了画面が表示されます。 この画面では、新しいスキャンの開始

、同じ記憶域メディアの再スキャン、その他のファイルのリストア、または Nero   

RescueAgent の終了を選択できます。 

以下も合わせてご覧下さい: 

 ［復旧完了］画面 15 
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6 終了画面 

終了画面では、新しいスキャンの開始、同じ記憶域メディアの再スキャン、その他のファイ

ルのリストア、または Nero RescueAgent の終了を選択できます。 

次の設定オプションが使用できます。 

メニューアイコン 

新規スキャン 

開始画面に戻ります。 

メニューアイコン 

同じドライブをス

キャン 

同じドライブを、同じスキャンオプションで再スキャン開始します

。 

 共有フォルダメニ

ューアイコンメニ

ューアイコン 

さらにファイルを

復旧 

［復旧するファイル］画面に切り替わります。この画面では、リス

トアするファイルをさらに選択できます。または、すでに選択した

ファイルの再リストアを開始することもできます。 

メニューアイコン 

このアプリケーシ

ョンを閉じます 

Nero RescueAgent を閉じます。 

 ボタン 

閉じる 

Nero RescueAgent を閉じます。 
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7 技術的な情報 

7.1 必要動作環境 

Nero RescueAgent は Nero 製品と一緒にインストールされます。インストールされた製品

と同じ条件が適用されます。システム要件についての詳細は、www.nero.com でご確認くだ

さい。 

7.2 対応しているファイルシステム 

 UFD（バージョン 1.0 ～ 2.6 のみ VAT） 

 ISO 9660（Joliet を含む）。 

 マルチセッションディスク 

 UDF/ISO ブリッジディスク 

 NTFS 

 FAT 12/16/32 

7.3 

 では、事前定義済みのキーの組み合わせによってメニューコマンドを即

時実行できます。 

次に示す の組み合わせを利用できます。 

  

キーの組み合わせ 

Nero RescueAgent

キー

<Ctrl + B＞ 前の画面に戻ります。

<Ctrl + R> 復旧を開始します。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

<Ctrl + S> イルの検索を開始します。 選択した記憶域メディアでのファ

開始画面でのみ使用できます。 

<Ctrl + C> 

［ファイルを復旧中］画面でのみ使用できます。 

ファイルのリストアを中断します。 

http://www.nero.com/
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<Ctrl + A> ディスクのすべてのファイルを選択します。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

<Ctrl + P> 問題が特定され、リストアが必要なファイルをすべて選択します。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

<Ctrl + D＞ ［フォルダの参照］ウィンドウを開きます。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

<Ctrl + L> ［名前を付けて保存］ウィンドウが表示されます。ここで、ログフ

ァイルを保存したり、保存場所を指定したりできます。 

［復旧完了］画面でのみ使用できます。 

Ctrl + Pos 1 開始画面に戻ります。 

ログファイルを保存したり、保存場所を指定したりできます。［復

旧完了］画面でのみ使用できます（ を参照）。 

Alt + ［+］ボタン 選択した項目、または項目が選択されていない場合はルートから始

まるフォルダツリーの項目をすべて展開します。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

Alt + ［-］ボタン 選択した項目、または項目が選択されていない場合はルートから始

まるフォルダツリーの項目をすべて非表示にします。 

［復旧するファイル］画面でのみ使用できます。 

Esc キー Nero RescueAgent を閉じます。 
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8 用語集 

FAT 
FAT（File Allocation Table）は、Microsoft によって開発されたファイルシステムです。  

FAT 12、FAT 16、および FAT 32 ファイルシステムは、あらゆるタイプのモバイル記憶域

メディア（USB スティックやメモリカードなど）で採用されています。 

ISO 9660 
国際標準化機構により、CD の機能を標準化する国際規格 9660 が定められました。このフ

ォーマットは、プラットフォームに依存しないため OS が異なるコンピュータで読み込みが

可能です。汎用的な可読性を確保するために、できるだけ短いファイル名を使用する必要が

あります（DOS 環境では、8 文字以上は使用できません）。 

Joliet 
Joliet とは、ファイル名に関する ISO-9660 標準の拡張形式です。Joliet は、長いファイル 

名に対応できるよう Microsoft 社により設計されました。 64 文字までのファイル名を使用

することができ、A ～ Z、a ～ z、ウムラウト記号、および ß が含まれています。 

NTFS 
New Technology File System は Windows® ファイルシステムです。アクセス管理や権限管

理を個別に設定できることや、データ記憶域を最適化して処理速度を維持できる、などの利

点があります。 

Packet-Writing 
パケットライティングとは、光メディアに少しずつ書き込む処理を言います。そのため、 

DVD などの光メディアをハードドライブとして使用することができます。この方法では、

個々の光メディアでファイルのコピー、移動、変更、または消去を行うことができます。 

UDF 
UDF（Universal Disc Format）はプラットフォームに依存しないファイルシステムです。 

ファイル名は最大 255 文字まで指定でき、8 ビットと 16 ビットの文字セットに対応してい

ます。 
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ブリッジディスク 

ブリッジディスクとは、CD ドライブだけでなく、CD-I デバイス（Photo CD など）から 

でも読み込みできる特殊な CD-ROM のことです。 White Book Standard で規定されたも 

ので、CD-ROM に XA（Standard Architecture）トラックの追加情報を含みます。 

マルチセッションディスク 

マルチセッションディスクには固定されていない複数のセッションを含むことができます。

そのため、後から新しいセッションにデータを追加でき、ディスクはいっぱいになるまで閉

じられません。 

 

 



お問い合わせ 

9 お問い合わせ 

Nero RescueAgent は、Nero AG の製品です。 

 

Nero AG 

Im Stoeckmaedle 13-15  Web： www.nero.com 

76307 Karlsbad  サポート： http://support.nero.com 

ドイツ  Fax： +49 724 892 8499 

 

Nero Inc. 

330 N Brand Blvd Suite 800  Web： www.nero.com 

Glendale, CA 91203-2335  サポート： http://support.nero.com 

アメリカ  Fax： (818) 956 7094 

  E メール: US-CustomerSupport@nero.com 

 

株式会社 Nero 

1-2-2 ローバーセンター北 8F-B 

都筑区中川中央 

 Web： www.nero.com 

神奈川県横浜市  サポート： http://support.nero.com 

日本 224-0003    

 

 

Copyright(C) 2009 Nero AG and its licensors. 無断転載を禁止します。 
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